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もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 

「獅子」をイメージしたもの

Profile

この研究に携わっている機構職員

2016年に入社後、プラントの運転管理業務を経て、現在は保守
管理部門で業務に従事し、主にナトリウム機器の電気・計装設備
のメンテナンス業務を担当しています。燃料体の取出し作業や燃
料体の処理作業は、多くのナトリウム機器を運転する必要があり、
計画通りに廃止措置を進めるには、各設備の健全性の維持が不可欠です。

今後も計画的な設備のメンテナンスを行い、市民の皆様の安全・安心を最優先に、
廃止措置作業が進められるよう尽力していきます。

〈学歴〉
昭和55年3月 神戸商船大学商船学部原子動力学科卒業

〈主要職歴〉
昭和55年4月 日本原子力発電株式会社　入社
平成 9年7月 同社　開発計画本部開発業務部課長
平成22年7月 同社　廃止措置プロジェクト推進室　室長代理（部長）
平成24年6月 同社　理事　敦賀地区本部副本部長
  兼 敦賀建設準備事務所長
平成26年6月 同社　執行役員　敦賀地区本部副本部長
  兼 敦賀建設準備事務所長
平成27年6月 同社　常務執行役員　敦賀地区本部長代理
  兼 地域共生部長
平成28年6月 同社　常務執行役員　敦賀事業本部副事業本部長
  兼 立地・地域共生部長
令和 元年6月 同社　常務執行役員　敦賀事業本部副事業本部長
令和 2年7月 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構　理事

澤
さ わ

護
まもる

　 敦賀廃止措置実証部門
高速増殖原型炉もんじゅ
廃止措置部　電気保全課

循
環
ポ
ン
プ
駆
動
部
を 

分
解
し
、
点
検

「
も
ん
じ
ゅ
」
は
廃
止
措
置
に
移
行
後
も
、

原
子
炉
容
器
内
（
炉
心
）
に
燃
料
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
1
ル
ー
プ

だ
け
循
環
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
一
次
主
冷

却
系
循
環
ポ
ン
プ
の
低
速
運
転
用
の
ポ
ニ
ー

モ
ー
タ
と
減
速
機
に
よ
り
ポ
ン
プ
を
駆
動
し

て
い
ま
す
。
ポ
ニ
ー
モ
ー
タ
や
減
速
機
は
数

多
く
の
部
品
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

点
検
で
は
そ
れ
ら
の
部
品
を
バ
ラ
バ
ラ
に
分

解
し
、
構
成
部
品
ご
と
に
状
態
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

異
常
兆
候
を 

見
逃
さ
な
い
よ
う
確
認

ポ
ニ
ー
モ
ー
タ
や
減
速
機
（
約
３
ト
ン
）

は
重
量
物
の
た
め
、
点
検
に
は
ク
レ
ー
ン
の

使
用
や
、
部
品
を
広
げ
る
作
業
エ
リ
ア
も
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
点
検
作
業

期
間
は
約
8
か
月
間
に
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
ク

レ
ー
ン
の
使
用
時
期
や
作
業
エ
リ
ア
確
保
に

つ
い
て
も
関
係
各
課
と
の
綿
密
な
調
整
を
行

い
、
慎
重
か
つ
効
率
的
に
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

構
成
部
品
の
点
検
で
は
、
小
さ
な
傷
や
変

形
な
ど
の
異
常
兆
候
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
作

業
関
係
者
と
と
も
に
繰
り
返
し
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
減
速
機
な
ど
は
、
組
み

立
て
時
に
異
物
混
入
等
を
避
け
る
た
め
、
作

業
環
境
が
整
っ
て
い
る
製
作
会
社
の
工
場
で

点
検
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
設
備
機
器

類
の
点
検
を
着
実
に
行
い
、「
燃
料
体
の
取

出
し
作
業
及
び
燃
料
体
の
処
理
作
業
」
の
安

全
か
つ
確
実
な
実
施
に
向
け
て
、
万
全
な
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

対象機器

1次主冷却系循環ポンプ

〈高速増殖原型炉もんじゅ概略系統図〉

減速機ポニーモーター

一次主冷却系循環ポンプ駆動部

「
ふ
げ
ん
」「
も
ん
じ
ゅ
」
と
も
に 

廃
止
措
置
事
業
を
推
進

平
素
よ
り
、
当
機
構
の
事
業
に
対
し
ま
し

て
、
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
7
月
1
日
付
で
敦
賀
廃
止

措
置
実
証
部
門
長
（
理
事
）
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
吉
田
で
す
。

敦
賀
市
、
美
浜
町
を
は
じ
め
福
井
県
の
皆

様
に
は
、
長
き
に
わ
た
り
、「
ふ
げ
ん
」、「
も

ん
じ
ゅ
」
へ
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
ど
も
敦
賀
廃
止
措
置
実
証
部
門
で
は
、

「
ふ
げ
ん
」「
も
ん
じ
ゅ
」
と
も
に
、
廃
止
措

置
と
い
う
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

「
ふ
げ
ん
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
原
子

炉
建
屋
内
の
機
器
等
の
解
体
撤
去
作
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。



「
も
ん
じ
ゅ
」
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
か

ら
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
を
経
由
し
て
燃
料
池
へ

の
燃
料
取
出
し
を
進
め
て
お
り
、
本
年
2
月

か
ら
6
月
に
か
け
て
、
１
７
４
体
の
燃
料
体

取
出
し
作
業
（
燃
料
池
へ
の
移
送
）
を
完
了

し
ま
し
た
。
現
在
、
次
の
燃
料
取
出
し
に
向

け
、
燃
料
取
扱
装
置
な
ど
の
定
期
事
業
者
検

査
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

当
機
構
が
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
る
た
め

に
は
、
地
元
の
皆
様
の
信
頼
が
何
よ
り
も
重

要
と
認
識
し
て
お
り
、
安
全
最
優
先
に
廃
止

措
置
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

敦
賀
地
区
が
廃
止
措
置
の
実
証
拠
点
と
な
っ

て
地
元
の
発
展
に
繋
が
る
よ
う
に
、
着
実
に

事
業
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

敦
賀
地
区
が
廃
止
措
置
の

実
証
拠
点
と
な
り
、

地
元
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う

着
実
に
事
業
を
推
進
す
る
。

敦
賀
廃
止
措
置
実
証
部
門
長
（
理
事
）
就
任 

メ
ッ
セ
ー
ジ

2020年7月1日付で、敦賀廃止措置実証部門長（理事）に吉田邦弘が就任いたしました。
ご紹介とともに就任にあたってのメッセージをお伝えいたします。

就任のお知らせ

吉田 邦弘（よしだくにひろ）

設備機器類の点検状況
一次主冷却系循環ポンプの設備点検
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ふげんREPORT「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる

「象」をイメージしたもの

原
子
炉
冷
却
系
Ａ
ル
ー
プ
側
の 

解
体
撤
去
を
進
行
中

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
国
の
認
可
を
受
け
た

廃
止
措
置
計
画
に
基
づ
き
、
２
０
２
３
年
度

か
ら
原
子
炉
本
体
の
解
体
撤
去
に
着
手
す
る

計
画
と
し
て
い
ま
す
。

原
子
炉
本
体
は
放
射
線
レ
ベ
ル
が
高
い
た

め
、
解
体
作
業
時
の
作
業
安
全
や
放
射
線
遮

へ
い
の
観
点
等
か
ら
原
子
炉
上
部
に
解
体
用

プ
ー
ル
を
設
け
、
解
体
装
置
を
遠
隔
操
作
す

る
こ
と
に
よ
り
水
中
で
解
体
を
行
う
計
画
と

し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
解
体
用
プ
ー
ル
や
遠
隔
解
体

装
置
の
設
置
に
向
け
た
準
備
作
業
と
し
て
、

２
０
１
９
年
度
か
ら
原
子
炉
本
体
の
周
辺
機

器
・
配
管
等
の
本
格
的
な
解
体
撤
去
に
着
手

し
て
い
ま
す
。

「
ふ
げ
ん
」
は
、
２
０
０
３
年
3
月
に
運

転
を
停
止
し
、
同
年
12
月
か
ら
原
子
炉
冷
却

系
の
解
体
前
除
染
を
実
施
済
み
で
、
現
在
、

解
体
撤
去
作
業
を
進
め
て
い
る
原
子
炉
冷
却

系
Ａ
ル
ー
プ
側
の
大
半
の
解
体
作
業
エ
リ
ア

（
図
1
参
照
）
に
お
け
る
放
射
線
量
は
非
常

に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
原
子
炉
冷
却
系
Ａ
ル
ー
プ
側

の
代
表
的
な
大
型
機
器
（
再
循
環
ポ
ン
プ
マ

ニ
ホ
ー
ル
ド
）
の
解
体
作
業
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

本
作
業
は
、
長
さ
約
11

m
、
直
径
約

70

cm
、
厚
さ
約
５
cm
、
材
質
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３
１
６

Ｌ
の
集
合
管
を
高
い
切
断
能
力
を
有
す
る
プ

ラ
ズ
マ
ガ
ウ
ジ
ン
グ
（
※
１
）
と
い
う
熱
的
切
断

工
法
を
採
用
し
て
切
断
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
切
断
時
に
は
、
大
量
か
つ
勢
い
よ
く

火
粉
が
飛
散
す
る
こ
と
か
ら
、
防
火
対
策
を

十
分
に
講
じ
た
上
で
実
施
し
ま
し
た
。（
写

真
①
，
②
，
③
参
照
）

（
※
1
）プ
ラ
ズ
マ
ガ
ウ
ジ
ン
グ

プ
ラ
ズ
マ
ア
ー
ク（
電
気
を
帯
び
た
粒
子
を
含
む
高

温
気
体
）の
高
熱
で
金
属
を
溶
か
し
︑融
解
さ
れ
た
金

属
を
ジ
ェ
ッ
ト
ガ
ス
で
吹
き
飛
ば
し
て
除
去
す
る
熱

的
切
断
工
法

防
火
対
策
と
上
下
作
業
の 

リ
ス
ク
回
避
を
重
点
項
目
に

具
体
的
に
は
、
集
合
管
を
含
む
解
体
作
業

エ
リ
ア
全
体
を
、
不
燃
シ
ー
ト
を
用
い
た
火

気
作
業
ハ
ウ
ス
に
よ
り
隙
間
な
く
囲
い
込

み
、
こ
の
中
で
切
断
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
解
体
作
業
の
現
場
は
、
高
さ
30

m
に

亘
る
空
間
に
機
器
類
が
複
雑
に
配
置
さ
れ
て

お
り
、
一
般
的
な
床
や
天
井
が
あ
る
構
造
で

は
な
く
鋼
材
を
格
子
状
に
組
ん
だ
通
路
（
グ

レ
ー
チ
ン
グ
）
が
大
型
機
器
や
主
配
管
の
間

に
空
中
回
廊
の
よ
う
に
上
下
に
張
り
巡
ら
さ

れ
た
構
造
（
写
真
④
参
照
）
と
な
っ
て
お
り
、

各
階
で
同
時
に
解
体
作
業
を
行
う
と
上
と
下

で
の
解
体
作
業
と
な
る
な
ど
作
業
安
全
が
十

分
に
確
保
で
き
な
い
状
態
と
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
こ
こ
で
の
解
体
作
業
は
、
上
下
作

業
と
な
ら
な
い
よ
う
エ
リ
ア
を
区
画
し
て
解

体
す
る
な
ど
様
々
な
安
全
対
策
に
努
め
て
い

ま
す
。（
写
真
⑤
参
照
）

現
場
の
作
業
安
全
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
解
体
作
業
で
得
ら
れ
た
知
見
や
他
プ
ラ
ン

ト
で
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
を
踏
ま
え
事
前
に
安

全
対
策
や
作
業
手
順
へ
の
反
映
を
進
め
て
お

図1

蒸気ドラム廻りの養生作業

1階フロアよりAループ全景を望む

再循環ポンプマニホールド

写真⑤写真⑤

写真④写真④
内部の様子内部の様子

この研究に携わっている機構職員

私はふげんの廃止措置業務に携わって8年目になります。これまで、系統内に残存する汚染の除去工事
や設備・機器等の解体撤去工事を実施してきました。

今回紹介しましたAループ側解体撤去工事は、原子炉建屋内の原子炉周辺設備の解体撤去に係る全3
段階工程のうち第1段階の工事です。第2段階のBループ側解体工事は主に2021年度に実施する予定で
す。引き続き、安全で効率的な廃止措置を行っていきます。

吉
よ し

田
だ

勇
ゆ う

人
と 新型転換炉原型炉ふげん

廃止措置部　技術実証課

り
、
特
に
本
作
業
で
は
、
防
火
対
策
と

汚
染
の
可
能
性
の
あ
る
粉
塵
の
閉
じ
込

め
や
上
下
作
業
の
リ
ス
ク
回
避
に
係
る

安
全
確
保
を
重
点
項
目
と
し
て
作
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
工
程
管
理
の
観
点
で
は
、
作

業
規
模
が
大
き
く
期
間
が
長
期
に
亘
る

こ
と
か
ら
、
受
注
企
業
と
定
期
的
に
工

程
会
議
を
開
催
し
、
作
業
の
進
捗
状
況

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
現
場
で
の
諸

課
題
の
共
有
や
改
善
策
の
協
議
等
を
行

う
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、「
ふ
げ
ん
」
の
廃
止
措
置
作

業
で
は
日
々
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
打
合

せ
時
の
マ
ス
ク
着
用
等
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
予
防
・
拡
大
防
止
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

得
ら
れ
た
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の 

積
極
的
な
情
報
発
信
を

原
子
炉
冷
却
系
Ａ
ル
ー
プ
側
の
解
体

撤
去
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
技
術
的
知
見

や
安
全
対
策
に
係
る
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
成

果
は
、
次
の
Ｂ
ル
ー
プ
側
解
体
作
業
等

へ
反
映
す
る
と
と
も
に
、
原
子
力
施
設

の
廃
止
措
置
に
貢
献
で
き
る
よ
う
積
極

的
に
国
内
外
へ
情
報
発
信
し
て
い
き
ま

す
。

（解体前）

再循環ポンプマニホールド解体作業

（溶断作業）

原子炉建屋Aループ側断面図

（解体後）

原子炉周辺設備の解体作業
原子炉冷却系Aループ側機器配管等の解体撤去

写真①写真① 写真②写真② 写真③写真③
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つ る ほ ん だ よ り

原
子
力
工
学
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
講
義
を

原
子
力
機
構
は
、
福
井
大
学
と
協
力
し
て
原
子
力
の
人

材
育
成
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

福
井
大
学
の
工
学
部
機
械
・
シ
ス
テ
ム
工
学
科
で
は
、

本
年
度
か
ら
新
し
く
、
新
入
生
を
対
象
と
す
る
「
は
じ
め

て
の
原
子
力
工
学
」
と
い
う
講
義
を
開
始
し
、
新
入
生
１

６
０
名
の
う
ち
１
０
８
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
講
義
は
、

福
井
大
学
の
先
生
が
原
子
力
工
学
の
基
礎
を
分
か
り
や
す

く
教
え
る
と
と
も
に
、
原
子
力
機
構
か
ら
は
、
若
手
・
中

堅
研
究
者
が
「
原
子
力
と
私
の
履
歴
書
」
と
題
し
て
、
大

学
生
の
と
き
の
勉
強
や
生
活
の
様
子
、
原
子
力
の
専
門
家

を
志
し
た
き
っ
か
け
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
内
容

な
ど
を
話
し
、
さ
ら
に
原
子
力
を
志
す
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
伝
え
る
な
ど
、
新
入
生
に
原
子
力
工
学
に
つ
い
て
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

福
井
大
学
で
は
本
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
大
学
と
学
生
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
結
ん
だ
遠
隔
講
義
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
原
子
力
機
構
も
講
義
内
容
を
分
か
り
や
す
く
動
画
に

し
て
提
供
し
ま
し
た
。

学
生
か
ら
の
多
く
の
質
問
に
手
応
え

講
義
の
終
了
後
は
、
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
に
留
ま
ら
ず
、

多
く
の
質
問
が
講
師
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
受
講
し
た
学

生
か
ら
は
「
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
用
い
た
説
明
で
イ
メ
ー

ジ
が
湧
い
て
き
た
」「
原
子
力
工
学
に
は
、
自
分
の
知
ら

な
い
研
究
分
野
が
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
」「
将
来
は
興
味

が
変
わ
っ
て
い
く
か
も
し
れ
な
い
。
幅
広
い
知
識
を
身
に

付
け
て
お
く
と
よ
い
の
で
、
大
学
で
は
い
ろ
い
ろ
な
経
験

を
積
む
よ
う
に
心
が
け
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ナ
ト
リ
ウ
ム
取
扱
技
術
に
関
し
て
講
義
を
行
っ
た
原
子

力
機
構
敦
賀
総
合
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
研
究
員
は
、「
講

義
前
は
、
新
入
生
が
ナ
ト
リ
ウ
ム
安
全
性
の
研
究
開
発
に

興
味
を
持
て
る
の
か
、
原
子
力
工
学
を
退
屈
だ
と
思
わ
な

い
か
、
と
い
っ
た
不
安
も
あ
っ
た
が
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
関

す
る
質
問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
手
応
え
を
感
じ

た
。
授
業
で
芽
生
え
た
興
味
が
そ
の
場
限
り
で
失
わ
れ
な

い
よ
う
に
、
学
生
が
研
究
現
場
を
体
験
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
等
の
機
会
を
設
け
て
学
生
の
参
加
を
促
し
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

原
子
力
機
構
は
、
福
井
県
内
の
大
学
に
お
い
て
、
今
後

と
も
数
多
く
の
原
子
力
の
専
門
家
が
育
つ
よ
う
、
大
学
と

連
携
し
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
協
力
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

福
井
大
学
の
新
入
生
へ
の

福
井
大
学
の
新
入
生
へ
の

　
　
　
　
原
子
力
工
学
講
義
に
協
力

　
　
　
　
原
子
力
工
学
講
義
に
協
力

「はじめての原子力工学」新入生
向けのポスター

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
︑

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
︒

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 
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賀
事
業
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０
２
１

●
身
近
な
メ
デ
ィ
ア
で
は
原
子
力
に
つ
い
て

の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ
る
こ
と
は
少

な
い
の
で
、何
か
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を

こ
の
冊
子
で
初
め
て
知
る
。
原
子
力
に
対

し
て
様
々
な
意
見
が
あ
る
と
思
う
が
、成

果
を
出
す
た
め
に
色
々
と
頑
張
っ
て
い
る

こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
廃
止
措
置
の
た
め
の
取
り
組
み
が
着
々
と

す
す
ん
で
い
る
様
子
が
分
か
っ
て
安
心
に

つ
な
が
り
ま
す
。
次
世
代
の
た
め
に
、廃

止
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
敦
賀
市
・
女
性
）

●
フ
ラ
ン
ス
と
の
情
報
交
換
等
色
々
な
面
で

の
協
力
は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
。
今
後
の
た
め
、技

術
情
報
は
、ま
と
め
て
各
方
面
に
発
信
し

役
立
て
て
ほ
し
い
。（
三
方
郡
美
浜
町
・
男
性
）

●
有
限
で
あ
る
化
石
燃
料
を
安
全
に
長
期
間

ど
の
よ
う
に
消
費（
使
用
）し
て
行
く
か
、

人
類
の
大
切
な
問
題
で
あ
る
。
大
き
な
目

で
も
う
一
度
、日
本
、世
界
全
体
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

る
。

（
三
方
郡
美
浜
町
・
男
性
）

●
日
仏
の
原
子
力
に
関
す
る
交
流
に
つ
い
て

理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。


 

（
三
重
県
鈴
鹿
市
・
男
性
）

　
本
誌
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ご

意

見

箱

2020年度、原子力機構に入社した新入職員2名をご紹介します。

敦賀廃止措置実証本部　事業管理部　調達課

権田 渓（ごんだ けい）さん／出身地：埼玉県

高速増殖原型炉もんじゅ　廃止措置部　燃料環境課

山瀬 汰一（やませ たいち）さん／出身地：福井県

⃝現在の仕事について教えてください。
原子力機構の敦賀拠点の契約業務を担当しています。契約
業務以外にも、課内のOA機器の取り扱いなど様々な業務・
活動に参加させて頂いています。

⃝やりがいや面白さを感じるときは?
原子力機構は、原子力に関する国内唯一の総合的研究開発
機関であり、その中で、敦賀地区での契約業務は「もん
じゅ」・「ふげんの」廃止措置という国のプロジェクトを進
めるうえで非常に重要な役割を担っています。
自分自身が業務を着実に行っていくことが「もんじゅ」・「ふ
げん」の廃止措置作業に直接繋がっていると考えており、
そこにやりがいを感じています。

⃝福井や敦賀の魅力は?
私は海の無い県出身なので、敦賀の美しい海岸にはとても
魅力を感じますが、今年は海開きもされず、非常に残念で
す。冬にはコロナ禍が終息し、スキーができることを祈る
ばかりです。

⃝近い将来、目標とする姿や理想像は?
組織に流されない芯、時には逆に流れを変えてしまうよう
な柔軟な抵抗力を自分の中に保ち、組織にとっても刺激に
なれるような存在でありたいと考えています。

⃝現在の仕事について教えてください。
高速増殖原型炉もんじゅ施設管理課に所属し、「もんじゅ」
のプラントを24時間守る当直業務を行っています。主に、
プラントのパトロールを行っています。

⃝やりがいや面白さを感じるときは?　
当直勤務は、パトロールだけではなく稼働機器のパラメー
タの記録や受電電力の記録など様々な業務があります。最
初の頃は一人ではできなかった記録の採取などを、一人で
できるようになったときに、楽しいな、嬉しいなと感じます。

⃝自分の成長や社会人になったと実感できる部分は?
プラントの知識だけでなく、社会人としての立ち振る舞い
や職場内でのコミュニケーションが少しは身についたかな
と思っています。一人で現場に行くときも、自立したなと
感じます。

⃝オフの日の過ごし方は?
今はコロナウイルスの影響でどこにも行けていませんが、
軽くランニングをしたり筋トレをしたりして過ごしています。

⃝入社して一番大変だったことは?
「もんじゅ」にあるたくさんの設備を覚えることです。業
務を行いながら、パトロール中や中央制御室でも勉強をし
ています。高校では原子力に関する勉強は行っておらず、
一からのスタートですが、少しずつ自分のペースで頑張っ
ています。

入社式の様子（2020年4月）入社式の様子（2020年4月）

パトロールの様子パトロールの様子デスクワークの様子デスクワークの様子

イ ン タ ビ ュ ー
新 入 職 員

「はじめての原子力工学」に携わった講師による講義資料（例）
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ド
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モ
デ
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古
関
裕
而
氏
が
作
曲

古
関
裕
而
氏
が
作
曲

毎
年
９
月
、
敦
賀
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
る
民
謡
踊
り
の
夕
べ
で
お
馴
染
み
の
メ

ロ
デ
ィ
「
大
敦
賀
行
進
曲
」。
そ
の
作
曲
を

手
掛
け
た
の
は
、
現
在
放
送
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
エ
ー
ル
」
の
主
人
公
の
モ

デ
ル
と
な
っ
た
故
古
関
裕
而
さ
ん
で
あ
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

敦
賀
市
教
育
委
員
会
発
刊
の
敦
賀
市
教
育

史
に
よ
る
と
、「
大
敦
賀
行
進
曲
」
は
市
内

の
実
業
家
で
文
化
人
で
も
あ
っ
た
故
宇
野
泰

三
さ
ん
が
、
誰
で
も
気
軽
に
歌
え
て
敦
賀
を

Ｐ
Ｒ
で
き
る
曲
を
作
ろ
う
と
、
コ
ロ
ム
ビ
ア

レ
コ
ー
ド
を
通
じ
て
古
関
さ
ん
ら
に
曲
作
り

を
依
頼
。
昭
和
11
年（
１
９
３
６
）に
レ
コ
ー

ド
と
な
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
古
関
さ
ん
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
辿
る
と
、「
大
敦
賀
行
進

曲
」
が
発
表
さ
れ
た
前
年
に
新
民
謡
「
船
頭

可
愛
や
」
が
大
ヒ
ッ
ト
。
人
気
作
曲
家
の
仲

間
入
り
を
果
た
し
た
頃
で
、「
大
敦
賀
行
進

曲
」
も
全
国
的
に
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

弟
子
が
語
る
古
関
氏
の
素
顔

弟
子
が
語
る
古
関
氏
の
素
顔

そ
ん
な
古
関
裕
而
氏
の
素
顔
を
知
る
の

が
、
か
つ
て
コ
ロ
ム
ビ
ア
レ
コ
ー
ド
に
在
籍

し
、
現
在
は
敦
賀
市
内
で
楽
器
店
を
営
む
山

崎
正
清
さ
ん
。

「
古
関
先
生
か
ら
作
曲
を
学
び
ま
し
た
。

私
が
師
事
し
て
い
た
の
は
昭
和
31
年
頃
か
ら

約
5
年
ほ
ど
で
し
た
が
、
先
生
は
と
て
も
や

さ
し
い
方
で
、
楽
譜
の
書
き
方
な
ど
作
曲
の

敦賀美浜敦賀美浜敦賀美浜

基
礎
を
全
部
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」
と

当
時
を
懐
か
し
く
振
り
返
り
ま
す
。
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
か
ら
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
楽
曲
、
校
歌

ま
で
幅
広
い
曲
を
手
掛
け
て
い
た
古
関
さ

ん
。
そ
の
教
え
を
受
け
た
山
崎
さ
ん
も
水
前

寺
清
子
さ
ん
が
歌
う
「
敦
賀
と
て
も
す
き
す

き
」
を
作
曲
。
こ
の
曲
も
民
謡
踊
り
の
夕
べ

で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。「
先
生
が
『
大
敦

賀
行
進
曲
』
を
作
っ
た
と
い
う
こ
と
は
後
に

な
っ
て
知
り
ま
し
た
。
師
弟
で
同
じ
街
の
ご

当
地
ソ
ン
グ
を
作
曲
し
た
と
い
う
の
も
珍
し

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」
と
話
し
ま
す
。

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で  

広
く
親
し
ま
れ
て

広
く
親
し
ま
れ
て

「
大
敦
賀
行
進
曲
」
は
、
発
表
さ
れ
た
当

時
は
蓄
音
機
で
再
生
す
る
Ｓ
Ｐ
盤
で
し
た

が
、
後
に
シ
ン
グ
ル
盤
と
し
て
再
販
。
今
日

ま
で
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
広
く
歌
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

地
元
の
舞
踊
家
で
敦
賀
市
文
化
協
会
副
会

長
の
西
崎
文
萌
さ
ん
も
「
市
内
の
小
学
校
で

は
、
昔
か
ら
運
動
会
等
の
行
事
で
必
ず
こ
の

曲
を
踊
っ
て
い
る
の
で
、
市
民
は
誰
で
も

知
っ
て
い
る
お
馴
染
み
の
曲
。
私
た
ち
は
こ

の
曲
と
踊
り
を
後
世
に
引
き
継
い
で
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

今
年
の
敦
賀
ま
つ
り
は
あ
い
に
く
中
止
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
耳
に
馴
染
ん
だ

あ
の
歌
を
心
の
中
で
口
ず
さ
め
ば
、
曲
の
パ

ワ
ー
が
〝
エ
ー
ル
〟
と
な
っ
て
響
い
て
き
そ

う
で
す
。

参
考
文
献
：

﹁
敦
賀
市
教
育
史
﹂ 

（
敦
賀
市
教
育
委
員
会
発
刊
）

敦賀まつりのフィナーレを飾る民謡踊りの夕べ。市内各
地区が参加し、「大敦賀行進曲」や「敦賀とてもすきすき」
に合わせて踊りを披露します。（写真提供／西崎文萌さん）

昭和11年（1936）に発売されたSP盤「大
敦賀行進曲」。SP 盤は 1950 年代前半
にLP盤やシングル盤が登場して以降、
姿を消しました。（敦賀市立博物館所蔵）

シングル盤として再販された
「大敦賀行進曲」。（山崎正清さん所蔵）

敦賀市民憲章推進協議会発行の小冊子
「敦賀のうた」に掲載されている楽譜。

「
大
敦
賀
行
進
曲
」のル

ー
ツ
を
探
る
。
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